
- 1 - 

〔Ｎｏ．１〕 

 

 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）とは，2015 年 9 月

の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」において

定められた，2030 年までに持続可能でより良い世界を目指そうという国際目標であ

り，１７の目標によって構成されている（資料１及び資料２参照）。ＳＤＧｓは，地球

上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っており，発展途上

国のみならず先進国も自ら取り組む普遍的な目標として，日本を含む各国が積極的に

取り組みを進めている。 

 

 現代社会を生きる私たちがＳＤＧｓの達成に向けて共に取り組まなければならない理

由について述べたうえで，１７の目標の中から２つを選び，それぞれの目標に関して

具体的にどのような問題や課題があり，それらの解決に向けてデザインがどのような

役割を果たすことができると考えられるか，実例や想定される事例を具体的に挙げな

がら論じなさい。 

 

 

資料１ 
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「持続可能な開発目標（SDGｓ）と日本の取組」から抜粋 

編集・発行 外務省国際協力局 

資料２ 
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〔Ｎｏ．２〕 
 

次の２つの資料をもとに，近年のビジネスを取り巻く環境の変化を整理したうえ

で，これからのビジネスにおけるデザインの可能性について論じなさい。 
 

 

資料１ 

   

  

著作権未処理のため、公開できません。 
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著作権未処理のため、公開できません。 
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資料２ 

 
  

著作権未処理のため、公開できません。 
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〔Ｎｏ．３〕 

 

 次の六面図によって表される立体の「正面，平面及び右側面を表す斜視図」を（例）

に倣い斜投影図法を用いて作成しなさい。 

なお，各図の実線は立体の稜線を表し，この立体には模様及び曲面はないものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

平面図 

左側面図 正面図 

底面図 

右側面図 背面図 



- 7 - 

〔Ｎｏ．３〕 

 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「正面，平面及び右側面を表す斜視図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平面図 

左側面図 正面図 右側面図 背面図 

底面図 
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〔Ｎｏ．４〕 

 

 次の六面図によって表される立体Ａの凹凸と隙間なく組み合わせて立方体となる

立体を立体Ｂとする。「立体Ｂの左側面，底面及び背面を表す斜視図」を（例）に倣

い等角投影図法を用いて作成しなさい。 

なお，立体Ｂの左側面，底面及び背面は，それぞれ，立体Ａと組み合わせたときに

立体Ａの左側面，底面及び背面と同じ向きの面とする。また，各図の実線は立体の稜

線を表し，立体Ａ及び立体Ｂには模様及び曲面はないものとする。 

 

 立体Ａ 

 

 

平面図 

左側面図 正面図 

底面図 

右側面図 背面図 
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〔Ｎｏ．４〕 

 

（例） 立体ア 

 

 

立体アの凹凸と隙間なく組み合わせて立方体となる立体イの 

左側面，底面及び背面を表す斜視図 

 

  

平面図 

左側面図 正面図 

底面図 

右側面図 背面図 
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〔Ｎｏ．５〕 

 

 次の図面によって表される立体は，住宅の内装を模したものである。この立体の「正

面，平面及び右側面を表す斜視図」を（例）に倣い等角投影図法を用いて作成しなさ

い。 

なお，各図の実線は立体の稜線を表し，この立体には模様はないものとする。 

 

 

正面図 

平面図 

背面図 

左側面図 右側面図 

Ａ－Ａ線断面図 

Ｂ－Ｂ線断面図 Ｃ－Ｃ線断面図 

Ｄ－Ｄ線断面図 
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〔Ｎｏ．５〕 

 

（例） 

 

 

 

 

 

  

背面図 

左側面図 右側面図 Ａ－Ａ線断面図 

正面図 平面図 

「正面，平面及び右側面を表す斜視図」 
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〔Ｎｏ．６〕 

 

 平面図及び底面図がいずれも次のように表される２つの物品（ア），（イ）の立体形

状を自由に想起し，それらの立体の「正面図」，「Ａ－Ａ線断面図」及び「斜視図」を

（例）に倣って作成しなさい。 

 

（解答に当たっての留意事項） 

・平面図及び底面図に表された実線は，立体の稜線又は僅かな厚みを有する板状体の

端面のいずれかを表すものとする。 

・斜視図を描画する際に用いる図法，向き及び作成数は，任意とする。 

・斜視図の解答欄の余白に，文言による補足説明を記載してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）スタッキング（積み重ね）可能なコップ 

 

（イ）座面が回転する椅子 

  

平面図 底面図 

Ａ Ａ 
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〔Ｎｏ．６〕 

 

（例）サイコロ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

           「正面図」    「Ａ－Ａ線断面図」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

「斜視図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平面図 底面図 

サイコロなので 

向かい合う面の目の 

和は７になっている。 

Ａ Ａ 




